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大阪市立大学 学長

荒川哲男

市大創立140周年を迎えて
～サムライが時代を拓く～
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Osaka City University 4

2020年2月3日（月）から毎週
17:30-17:45

面白トークで大阪関西に元気
と健康を届けます！

ラジオ大阪 AM1314

ラジコ（radiko）で無料視
聴できます。

YouTubeで「元気出してゆこ
う！てっちゃんねる」で検
索すれば聴けます。
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サムライへのこだわり

リーダーに何が必要か

自己紹介

医工連携イノベーションへの道



・がまん、がんばり、がむしゃら

・為せば成る、為さねば成らぬ何
事も、成らぬは人の為さぬなりけ
り

・「・・・とはなにか？」謎かけ：
仕事から帰ってくるとひとつ
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親父の言葉

自己紹介

荒川宏 私の父 55歳のとき 私12歳

1950年（昭和25年）生まれ
城東区東中浜町 2歳の時

（江戸時代の米沢藩主、上杉鷹
山(うえすぎようざん)）



私の場合、なぜ、市大医学部を目指したのか？

（天王寺附属中学・高校同級生 川西君提供）

7（日経新聞 2017年7月）
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1975年3月 大阪市立大学医学部 卒業
1981年3月 大阪市立大学大学院医学研究科

内科系専攻内科学 課程修了
1981年4月～ 大阪市立大学医学部 助手（「消化器病学」担当）
1987年10月～ 同 講師（「消化器病学」担当）
1990年 2月～ カリフォルニア州立大学アーバイン校医学部 客員教授
1993年 1月～ 大阪市立大学医学部 助教授（「消化器病学」担当）
1997年 9月～ カリフォルニア大学アーバイン校 医学部 特別客員教授
2000年10月～ 大阪市立大学医学部 教授（「消化器内科学」担当）
2000年10月～ 同 医学部附属病院 消化器内科 部長
2000年10月～ 同 医学部附属病院 内視鏡センター 部長
2004～2006年 大阪市立大学 医学部附属病院 副院長
2008～2012年 同上
2010年1月～ アリゾナ州立大学医学部 客員教授
2012年4月～ 大阪市立大学医学部長兼医学研究科長
2012年12月～ 香港中文大学医学部 客員教授
2014年9月～ 一般財団法人 ものづくり医療コンソーシアム 理事長
2014年12月～ 大連大学 客員教授
2014 ～2016年 全国医学部長病院長会議 会長
2016年4月～ 大阪市立大学 理事長兼学長
2017年10月～ 大学コンソーシアム大阪 理事会

荒川哲男の略歴



人生最大の挫折・・・1997年

「勝ったら行かん。負けたら行く」



絆：サムライ
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冬の時代が到来・・・

12

でも、仲間がいたから乗り切れた！



私の座右の銘

13

人間万事塞翁が馬
不幸が起こったとき
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サムライへのこだわり

リーダーに何が必要か

自己紹介

医工連携イノベーションへの道



Osaka City University

五代友厚 1880年 大阪商業講習所設立（大阪市立大学の前身）

「ファーストペンギン」



Osaka City University

鳥井信治郎 大阪商業学校*1890（明治23）中退
サントリー創始者

「やってみなはれ」

やってみなはれ、やらなわからしまへんで。

(注)*のちの大阪市立大学



Osaka City University

上杉鷹山 江戸中期の大名で、
出羽国米沢藩の9代藩主

「してみせて言ってきかせてさせてみる」

「ファーストペンギン」



＜五代友厚の性格＞
報恩 （恩をうけたら必ず報いる）
忠 （まじめ 誠実）
他利 （自利より他利を優先）
適材適所・人脈づくりと扱い

（人間を大切に特徴を生かす）

✔五代が中心となり大阪商業講習所設立（1880年）

大阪商業講習所は、市立大阪商業学校（1889年）、市立大阪高等商業学校
（1901年）、市立大阪商科大学（1928年。日本最初の市立大学）を経て、戦後
の学校制度の大改革により、新制総合大学である大阪市立大学が誕生。

NHKドラマ「あさが来た」
「サムライ魂」

五代友厚

サムライへのこだわり

「近代大阪経済の父」 五代友厚役の
ディーンフジオカ

18
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五代友厚像除幕式（2016.3.19.土曜日）



ぶれない keep straight

ずれない keep steady

もれない keep secret

Philosophy
SAMURAI Team

消化器のSAMURAIたち

20

日本消化管学会 SAMURAI Team

初代代表 荒川哲男

結成：2000年頃



SAMURAI study: Suppression of Acid Milieu
with Rabeprazole Improving Functional 
Dyspepsia 

21
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ものづくりのSAMURAIたち

一般財団法人 ものづくり医療コンソーシアム設立 2013年9月
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サムライ中小企業60数社

立花太郎先生
化学生物系専攻
バイオエンジニアリング領域
創薬生命科学分野 教授

評議員

https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&ved=2ahUKEwjt08CdqLbkAhWWHHAKHcv_A6QQjRx6BAgBEAQ&url=https://illust-imt.jp/archives/006229/&psig=AOvVaw39oCAgFu98u0B14M56vrqG&ust=1567657182111867


サムライの定義

理念
１．他利→自分より他人を優先
２．忠義→恩に報いる
３．尊敬→高い人格や行為を敬う

方針 ぶれない、ずれない、もれない

条件 Last SAMURAIの鑑賞

概念 サムライは道（どう）

：武士道Way of SAMURAI

Wikipedia：これといった厳密な定義は存在せず

→言いたい放題

判断基準 また一緒に飲みたい人かどうか
24



Osaka City University 25

１．自分中心の人か、他人を大事にする人か
２．自慢する人か、聞き上手な人か

３．偉い人物と知り合いという人か、偉い人物が寄っ
てくる人か

４．「そやけど」という人か、「そやね」と言う人か
５．言い訳の人か、反省の人か
６．できない理由を探す人か、まずやってみる人か
７．前例にこだわる人か、先陣を切る人か

あるある2通りの人間
～あなたはどっち（になりたい）？

サムライ非サムライ



Osaka City University

26
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サムライへのこだわり

医工連携イノベーションへの道

リーダーに何が必要か

自己紹介
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・医工連携「AIワークショップ」
・月1回の「AI理論講義」
・月1回の「AIハンズオン」

＊工学部の辻岡先生にご協力していただいています

講義ハンズオン

スマートホスピタルに向けた今までの取り組み例

＜構成員＞

医学研究科医療統計学准教授 斯波 將次
工学研究科情報工学科教授 辻岡哲夫
医学研究科放射線診断学・IVR学 植田 大樹
市大客員研究員 NTTデータ関西 原田 慎
担当事務 市大附属病院庶務課 浜本達也

スマートホスピタル事業（2018年開始）

市大附属病院B2にAIルームを設置(2018.6.)

事 業



医学・工学を中心とした異分野融合研究

工学×文学×医学×都市プラザ

落語

目視だけでは見出せなかった
情報を定量的に見出す

被験者の表情をカメラで撮影

アニメ表示

可視化

工学・医学共同で実施したAI講演会

工学研究科
辻岡先生発表



3
1
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新大学のダント
ツは何にすべ
きでしょうか？

そりゃあ、
医工連携さ

市大同窓会東京支部総会にて（2019.11）



332016.5.30（夕）産経新聞
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合同会社WOLL(2017.2.28設立）との連携

大阪を世界一のウェルネス・シティに！

関連企業、OB企業
関連団体（医療・介護）

社員の出向・出資
ソリューションズの現物提供

社員の出向、AI・ICT開発

アカデミア先端シーズ提供

地元金融機関
地域ファンド

事業開発・資金出資

事業開発・資金出資

（代表）

・ものづくり医療コンソーシアム
・アスリートネットワーク
・民間団体、サークル

・社会と産業、都市、人材、情報が交流する
オープンプラットフォーム

ウエルネスオープンリビングラボ（WOLL）

・産官学民連携の深化によるニーズの具現化

・大阪地域健康戦略の中心フィールド

知

技

開発・実証フィールド

認知症疾患
医療センター場

資

大阪市立大学 同窓会会長

包括連携協定

基本協定

学術交流
人材交流
インターン

笑顔あふれる知と健康の
グローカル拠点事業統括室

健康科学推進
文理融合・異分野融合研究推進

現在22社
が加盟
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WOLL加盟企業

エーザイ(株)

(株)NTTデータ関西

塚喜商事(株)

阪和興業(株)

(株)カレントダイナミックス

(株)シグナルトーク

小野薬品工業(株)

(株)タカゾノ

ニプロ(株)

(株)アシックス

(株)E-DESIGN

(株)マンダム

(株)ダイセル

(株)サントリー

光亜興産(株)

アカカベ(株)

(株)BCC

長岡香料(株)

大阪を元気にするために集まったサムライ企業達

(株)飯田産業

新和商事(株)

（ABC順）

(株)ドットテック

（株）レキオ・パワー・テクノロジー

https://come-on.tech/#top


© 2017  Wellness Open Living Lab .LLC All rights reserved. 37

企業理念

1. 本会社は、健康寿命を延伸するため、認知症などの健康科学関連の

課題解決を目標に、新たな研究領域を開拓しプロダクト化すること、

および、データの利活用により健康の増進と地域・産業の活性化、

人材育成に寄与することを企図する。

2. 本会社は、健康科学関連の課題に応じた知の創出、開発、実証

あるいはコンサルティングを推進することにより、大学、企業、行政、

住民等が連携し、モノやサービス、行政施策等を共創していくことを

主体とする。



2017年7月4日 NHK「おはよう日本」
で放映

38
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１．街にひらかれ､街とともに成長する「次世代型キャンパスシティ」

① 街にひらかれたキャンパスシティ（keyword：市民開放・産学官民連携・国際交流）

・都心立地を活かし､市民開放・産学官民連携・国際交流などの機能を有する新大学を核としたまち

（⇒例．大阪工業大学梅田ｷｬﾝﾊﾟｽ、横浜教育文化ｾﾝﾀｰ跡地、中野四季の都市、ＮＹコーネルテック等）

② 街とともに成長するキャンパスシティ（keyword：街の成長牽引・リビングラボ）

・新大学のフロントラインが先導役となり､街の成長を牽引し､随時､街の課題を解決し発展するまち

（⇒例．柏の葉アーバンデザインセンター、ナレッジキャピタル、

WISE Living Lab（たまプラーザ駅北側地区） 等）

(仮称)大学とともに成長するイノベーション・フィールド・シティ

・新大学を先導役にして､観光集客･健康医療･人材育成･居住機能の集積により､

多世代・多様な人が集い、交流する国際色あるまち

コ
ン
セ
プ
ト

コ
ン
セ
プ
ト
を
具
体
化
す
る
戦
略
・シ
ナ
リ
オ
等

３．多様なひと､機能､主体が交流する「クロスオーバーシティ」

① 多様なひと：多様な世代､国籍､目的(学生､居住者､ﾜｰｶｰ､観光客）の人々が交流するまち（keyword：学生+居住者+ﾜｰｶｰ+観光客）

（⇒例．ＮＹハドソンヤード開発 等）

② 多様な機能：職住遊学､多様な機能が重層的に集積し､豊かな水・緑とも調和したまち（keyword：職住遊学・重層空間）

（⇒例．ＮＹハドソンヤード開発(操車場上部利用) 、品川シーズンテラス(芝浦水再生ｾﾝﾀｰ上部利用) 等）

③ 多様な主体：産学官民､多様な主体が連携し､エリアマネジメントを展開するまち（keyword：エリマネ）

（⇒例．柏の葉アーバンデザインセンター 等）

１．大学立地を想定した場合の大阪城東部地区のまちづくりコンセプト及び戦略（案）

２．健康医療・環境等の既存資源を活かした「スマートシティの実証・実装フィールド」

① スマートエネルギー､スマートモビリティ等の実証・実装フィールド（keyword：ｽﾏｰﾄｴﾈﾙｷﾞｰ・ｽﾏｰﾄﾓﾋﾞﾘﾃｨ）

・豊富な水･緑､供給処理施設を活かしたｽﾏｰﾄｴﾈﾙｷﾞｰの実証･実装や､基盤整備を伴う大規模開発である点を活かしたｽﾏｰﾄﾓﾋﾞﾘﾃィの実証･実装ﾌｨｰﾙﾄﾞ

（⇒例．柏の葉スマートシティ、ＮＹハドソンヤード開発、品川シーズンテラス 等）

② スマートエイジングシティの実証・実装フィールド（keyword：ｽﾏｰﾄｴｲｼﾞﾝｸﾞ）

・大学と、健康医療機関、ＵＲ、企業等が連携し「健康寿命の延伸」「ＱＯＬの向上」「住み続けられる環境形成」に先導的に取組むまち

（⇒例．柏の葉スマートシティ、ＵＲ大規模団地をフィールドとした取組み（河内長野市南花台団地､高蔵寺NTなど）等）



もと森之宮工場
（ごみ焼却工場）

（約1.2ha）
中浜下水
処理場

（約3.6ha）

もと建替計画地
（約2.6ha）

ＵＲ森之宮
第2団地

（約4.2ha）

大阪産業
技術研究所
（約1.1ha）

市立森之宮
小学校

（約1.0ha）

ＵＲ森之宮
団地

（約2.3ha）

大阪メトロ
検車場

（約11.5ha）

森の宮
ﾊﾟｰｸｻｲﾄﾞｺｰﾎﾟ

森之宮病院

ＵＲ西日本支社
府有地

ＮＬＣ
森之宮ビル

大阪健康安全
基盤研究所
一元化施設

（2022年度
完成予定）

府立福祉情報ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ
（2020年6月ｵｰﾌﾟﾝ予定）

府立成人病
センター跡地等

猫間川
抽水所

（約1.1ha）
ジョー
・テラス
・オオサカ

キャッスルガーデン
ＯＳＡＫＡ

クールジャパン
パーク大阪

水上バス
大阪城港

豊
里
矢
田
線

ＪＲ大阪城
公園駅

ＪＲ
森ノ宮駅

地下鉄
森ノ宮駅
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（２）地区内の土地利用計画（たたき台）
〜ゾーニングの考え方（骨子）〜

➌『多世代居住複合ゾーン』

イノベーション・コアゾーンと連坦し、

・複数立地する健康医療機能等と連携し、ｽﾏｰﾄｴｲｼﾞﾝｸﾞｼﾃｨの取組みを展開しなが

ら、多様な世代※が健康で安全に住み続けられる、にぎわいにも寄与する商

業・業務なども含めた居住環境の実現を図る。

（※多様な世代：学生､子育て層､ファミリー層、高齢者 など）

ＪＲ森ノ宮
電車区等

（約9.6ha）

ゾーニングイメージ

➊『イノベーション・コアゾーン』

従来型の整備方式に加え、民間活力を導入した段階的な整備を想定。

・1期としては、土地の高度利用を図りながら、まちに開かれた新大学の都心

キャンパス（森之宮キャンパス）を整備する。

・1.5期として、民間活力を導入し土地の高度利用を図りながら、大学施設関連

機能を中心に、国際色ある業務・商業・宿泊・居住などの多様な交流・連携機

能等を確保してイノベーションの誘発を図る。

➋『親水空間＋立体活用ゾーン』

イノベーション・コアゾーンと連坦し、

・河川との親水性や大阪城公園との一体性を図る。

・鉄道施設・下水処理場等の上部利用等により、立体的な土地の高度利用を図る。

➍『拡張検討ゾーン』

・当面は鉄道車庫として継続利用し、将来的には、社会動向や地区内のまちづく

りの動向を踏まえ、上部利用範囲の拡大や土地利用転換等も検討する。

３．地区内の土地利用・基盤整備計画（たたき台）の提案

大阪城公園
との連携

➋

➌

➍

多世代居住複合ゾーン

親水空間＋立体活用ゾーン

拡張検討
ゾーン

➊

1期

大阪城公園
との連携

イノベーション・コア

1.5期

・充実した交通インフラや大阪城公園に隣接した立地特性を活かし、
土地利用転換・機能更新と併せて基盤施設や水辺空間等の整備を進
め、東西軸のヒガシの拠点に相応しい土地の高度利用と良好な市街
地環境の形成を図る。

（１）基本的な考え方

コンセプト・戦略及び展開イメージ等をふまえ、土地利用計画の
ゾーニング及び基盤整備計画については以下のとおり。
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◆ 次世代型キャンパスシティの中核機能・場を「イノベーション・コア」と位置付ける。

◆「イノベーション・コア」は、「大学の基本機能」＋「大学が先導役となり展開する機能」を中心に構成する。

・大学が先導役となり展開する機能に関しては、次頁に示す通り、大学の基本機能に加え、「ｽﾏｰﾄｼﾃｨ推進機能」「技術
ｲﾝｷｭﾍﾞｰｼｮﾝ機能」「文化･芸術､国際交流機能」「都市ｼﾝｸﾀﾝｸ機能」「大学､研究所のｻﾃﾗｲﾄ等機能」などの導入を図る。

・また、地域研究する大学が先導役となり、市民や学生ユーザーなども巻き込みながら、産学官民連携のもと地域課題を
解決するような、幅広いオープンイノベーションの展開を図る。

◆ 次世代型キャンパスシティでは、下図のように「イノベーション・コア」を中心に、新たなイノベーションが
誘発されるよう多様な機能の集積・連携を図る。

２．コンセプト及び戦略を受けての展開イメージ（案）

（１）『次世代型キャンパスシティ』の展開イメージ案 〜「新大学基本構想」「第１回検討会におけるご意見」を踏まえたｲﾒｰｼﾞ案〜

イノベーション・コア
・イノベーション創出を牽引する

“次世代型ｷｬﾝﾊﾟｽｼﾃｨの中核機能･場”

・「大学の基本機能」＋「大学が先導
役となり展開する機能」を中心に構
成

業務系機能（ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ支援）

一般的な業務機能に加え、

例）ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ支援型ｵﾌｨｽ機能
（ｺﾜｰｸ、研究室型ｵﾌｨｽ等）

例）上記を支える業務ｻﾎﾟｰﾄ機能、
情報発信機能 等

商業系機能（国際交流促進）

一般的な商業機能に加え、

例）国際色ある賑わい交流機能

（世界の食が味わえる飲食等）

例）国際色ある集客機能
（世界の音楽ﾗｲﾌﾞﾊｳｽ等）

宿泊系機能
（学術交流・ビジネス交流促進）

観光客向けの宿泊機能に加え、

例）MICE関連機能（学会等にも対応
可能な貸会議室､多目的ﾎｰﾙ等）

例）長期滞在機能
（ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾝ､研究者対応等）

居住・健康医療系機能
（多世代交流・スマートエイジング促進）

一般的な居住機能に加え、
（ＵＲ団地とも連携し）

例）多世代交流機能(学生寮+ｻﾛﾝ等)

例）情報発信機能(ｽﾏｰﾄﾊｳｽﾓﾃﾞﾙﾙｰﾑ等)

大学の
基本機能

大学が先導役となり
展開する機能
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２．コンセプト及び戦略を受けての展開イメージ（案）

イノベーション・コア

◆ 都心キャンパス機能
⇒大阪の発展を牽引する「知の拠点」である新大学の存在を存分に活かした新たなコミュ二ティの形成
⇒大学のフロントラインとして、杉本キャンパスや中百舌鳥キャンパスなどと連携したイノベ―ションの誘発

大学の基本機能

大学が先導役となり展開する機能

◆ 技術インキュベーション機能 （ﾊﾞｲｵｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ、医工連携等）

⇒産学共同ラボ＋交流センター
・理工系のサテライト機能
・大学の先端的研究をアピールし共創を誘発
・大学（医学、生活科学、リハビリ学、工学他）と企業・もの
づくり産業等との共同研究やマッチング機能等

⇒万博後のコンテンツ等の継承発展に資する機能
・ 「スマートリハビリテーション研究センター」によるスマー
トエイジング・シティなど

◆ 人材育成機能

⇒リカレント教育の場
・大阪の発展に貢献する専門職業人、専門的な知識・技能等を
有する企業経営者等の養成

◆ 文化・芸術、国際交流機能

⇒アート、リベラルアーツの多目的スペース
・文化・芸術、人文科学の知の創出と発信

⇒新しい形のライブラリー
・デジタルコンテンツの充実、メーカースペースなど
・学生に加え、府・市民、企業にも開放/リビングラボの拠点施設

⇒大学コンソーシアム機能等
・研究・共創を支援するコミュニティの形成

◆ 大学､研究所のサテライト等機能

◆ スマートシティ推進機能

⇒データ連携プラットフォーム
・府・市民、行政、大学、民間が共創（活動）できるﾌｨｰﾙﾄﾞ
の実現

・アプリの横展開および統合型アプリ開発支援など

⇒データマネジメントセンター
・行政などの各種ビッグデータの管理、分析、活用
・阿倍野ｷｬﾝﾊﾟｽ（医学）、中百舌鳥ｷｬﾝﾊﾟｽ（工学、情報学
他）と連携したデータ利活用のマッチング、コーディネー
ト機能

・地区内や周辺の各種データの収集・分析・活用による課題
解決やまちづくりの推進/リビングラボの拠点施設

⇒スマートユニバーシティ
・セキュア（安全）な状態で学内のデータを収集・分析し、
教育支援、大学生活の質を向上

・最新の研究開発技術等の実証支援

◆ 都市シンクタンク機能
（研究・共創を支援するコミュニティの形成）

⇒大阪府・市・大学法人合同プラットフォーム
・強力なタッグのもと、府市の喫緊の都市問題に対応
・府市や公的研究機関、民間からの外部人材も入れるｸﾛｽｱﾎﾟｲ
ﾝﾄ、 人事交流

⇒(仮称)大阪森之宮ﾘﾋﾞﾝｸﾞﾗﾎﾞ ： ｺﾜｰｷﾝｸﾞｽﾍﾟｰｽ、ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ・ｽﾀｼﾞｵ
等
・市民等のエンドユーザーも参画した産学官民によるオープ
ンイノベーション

・アカデミア×イノベータのコラボレーション
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サムライへのこだわり

医工連携イノベーションへの道

リーダーに何が必要か

自己紹介
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１．自分中心の人か、他人を大事にする人か
２．自慢する人か、聞き上手な人か

３．偉い人物と知り合いという人か、偉い人物が寄っ
てくる人か

４．「そやけど」という人か、「そやね」と言う人か
５．言い訳の人か、反省の人か
６．できない理由を探す人か、まずやってみる人か
７．前例にこだわる人か、先陣を切る人か

あるある2通りの人間
～リーダーになるために

サムライ非サムライ

他利
共感

信頼

肯定
学習
挑戦
勇気
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坂本真宏くん
市大工学研究科M2
ＷＢＯアジアパシフィックフライ級チャンピオン
14戦13勝9KO1敗

マカオで世界戦挑戦 2018.12.31
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清水克哉くん
市大工学研究科D4
万博もりあげ隊「Honaikude」代表
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清水克哉 <katsuya.ocu.428@gmail.com>

火星での
衣医食住
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学生へのメッセージ

・市大生として、夢と誇りを持ち、
挑戦し続けること

・志と、他利と笑顔で夢の実現を

人類の幸福
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思
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1952年4月23日生
2001年4月16日没

1950年4月16日生
????年?月?日没

志
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洞察力 ＝ 直観力 Insight

コミュニケーション力 Communication skills
・ユーモア Sense of humor
・頓智 Wit

粘り強さ Toughness
主体性 Independence

答えのない問いを問い続けられる力
自利より他利の精神

リーダーになるために

人間力 Resourcefulness

independence
independence
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END

ご清聴
ありがとうご
ざいました。


